
令和５年度　都城市立妻ケ丘中学校　学校評価シート

【学校の教育目標】　主体的に学び、心ゆたかに、たくましく伸びる生徒の育成

指標別 総合

分かりやすい授業が行われていると思いま
すか

保護者・生徒・教員のアンケート結果４
生　徒
保護者
教職員

４
４
４

８２．５％
７７．９％
８２．１％

4

授業に集中していると思いますか 保護者・生徒・教員のアンケート結果３以上
生　徒
保護者
教職員

４
３
２

７６．０％
７２．６％
４８．７％

3

家庭学習をきちんと行えていると思います
か

保護者・生徒・教員のアンケート結果２以上
生　徒
保護者
教職員

３
２
１

６９．５％
４８．１％
　７．７％

2

思いやりの心をもった行動をとっていると
思いますか

保護者・生徒・教員のアンケート結果３以上
生　徒
保護者
教職員

４
４
３

８５．７％
８４．０％
６９．２％

4

学校のきまりを守り、よりよい学校生活を
送っていると思いますか

保護者・生徒・教員のアンケート結果３以上
生　徒
保護者
教職員

４
４
３

８９．３％
８１．９％
５６．４％

4

あいさつを積極的にしていると思いますか 保護者・生徒・教員のアンケート結果３以上
生　徒
保護者
教職員

４
３
３

８５．９％
７３．５％
５１．３％

3

ボランティアを積極的にしていると思いま
すか

保護者・生徒・教員のアンケート結果２以上
生　徒
保護者
教職員

２
３
３

４５．９％
５０．０％
６９．２％

3

悩みや相談があるときに親や教師に話せて
いると思いますか

保護者・生徒・職員のアンケート結果２以上
生　徒
保護者
教職員

３
３
２

６０．０％
６４．４％
４８．７％

3

早寝早起き朝ごはんを心がけ、規則正しい
生活をしていますか

保護者・生徒・職員のアンケート結果３以上
生　徒
保護者
教職員

３
３
２

７０．７％
６１．２％
３５．９％

3

運動や部活動に積極的に親しんでいますか 保護者・生徒・職員のアンケート結果４
生　徒
保護者
教職員

４
４
４

８０．４％
８２．１％
８７．２％

4

交通ルールを守り、安全な登下校を行って
いると思いますか

保護者・生徒・職員のアンケート結果３以上
生　徒
保護者
教職員

４
４
１

９２．４％
８４．０％
１５．４％

3

３
２
３

５５．８％
４８．１％
６６．７％

４段階評価　　４　期待以上（７５％～１００％）　　　３　ほぼ期待どおり（５０％～７４％）　　　２　やや期待を下回る（２５％～４９％）　　　　１　改善を要する（０％～２４％）

評価項目 具体的数値目標と達成状況 方策・手立て
自己評価

結果の考察・分析
（○成果、●課題等）

終
価

最
評

アンケート結果
評価 ／ ％

生　徒
保護者
教職員

4

ふ
る
さ
と
教
育

地域の祭りや清掃活動等に積極的に参加し
ていると思いますか

保護者・生徒・職員のアンケート結果２以上

○生徒会を主体としたボランティア活動の推進
○学校ＨＰの充実
○魅力ある学校参観日の計画と運営
○シグフィーの登録推進と内容充実
○学校行事等に地域人材を積極的に活用
○まちづくり協議会・公民館長会等へ生徒会が参画

学校運営協議会委員より
（○成果、●課題等）

1
知
育

○年間５回の授業研究会の実施
○ＩＣＴの有効的な活用の推進
○教員のＩＣＴ研修の計画的な実施
○学習委員会が主体となった授業態度等の取組
○学習コンクールの実施
○家庭で一人一台端末を活用した家庭学習の充実
○キュビナ活用の推進
○各教科で家庭学習の具体例を示すなどの取組
○テスト結果の分析及び対策

3

○授業において、生徒・教職員の評価は高かっ
た。特に授業の分かりやすさの生徒の評価は、
８２．５％と高かった。

○授業研究実施及びＩＣＴ研修を今後も継続
し、生徒の理解力を高めていきたい。

●保護者、教職員は、家庭学習が十分にできて
いるとは考えていない。生徒との意識の差も大
きい。学校として学習への意識付けを生徒にど
う図っていくかが課題である。

●基本的な用語や計算の仕方など、生徒間での
スキルの差も大きい。基礎基本の徹底を図りな
がら、深い学びへの展開する必要がある。

3

○生徒の学期末の授業評価は、教師にとって授業
力向上につながるものなので、今後とも続けてほ
しい。

○家庭学習というとらえ方が、家庭で勉強してい
るととらえている生徒や保護者もいるのではない
か。学校以外の学習というとらえ方でいくと保護
者のアンケート結果ももかわっていくのではない
か。

●家庭学習には、保護者の学力に関する意識の差
があると感じる。生徒への家庭から働きかけ・協
力がないと学校や地域が手立てを講じても学力向
上につなげていくのは難しい。

●現代のゲームなどの環境は、大人でも自制して
行くことは難しくなってきている。継続した指導
が必要である。

○学校で地域との連携を行っているが、生徒は地
域から認めてもらうことが、徳育を伸ばすものに
なるのではないか。地域での活動で人の役に立
つ、認められるという経験をすることが大切であ
る。

●育ってきている時代が違ってきている。人との
関わり、心遣いというもののレベルと年々下がっ
てきているように感じる。こうあるべきという部
分を体験させることも大切なことではないか。

●親・大人の言葉遣いや日常的な会話が生徒たち
の日常の言葉、態度を形成している部分は少なく
ない。

●良い子が多いように思えるが、おとなしい、暴
力的でない，問題となる行動が起こっていないと
いうだけで、見えていないことが多くなってきて
いる。徳を育てる側が、心の部分に焦点を当て
て、意識して行かないと難しい時代になってきて
いる。

3
体
育

○弁当の日の設定
○教科体育での補強運動の推進
○家庭生活での運動等を促進
○通学路の安全確認・登下校指導
○自転車通生集会の実施
○安全点検や授業、部活動でのケガ予防

3

○多くの生徒が部活動へ参加しており、本年度
も積極艇に活動し、素晴らしい成果を上げた。

●食事や規則正しい生活への生徒の意識は低
い。ＳＮＳの普及により長時間利用する生徒も
多く、時間管理ができない生徒も多くなってい
る。

●校内での土足、登下校中の交通マナーなど、
マナーや思いやりの行動という点では改善点が
多い。特に交通マナーについては、並進や斜め
横断など命の関わることであるので、学校・家
庭の連携を図り、生徒への啓発を行っていく必
要がある。

4

○部活動加入率が高いことは評価できる。また生
徒は部活動の中でコミュニケーション能力や社会
的スキルの向上を育成されていっている。一方
で、心身の負荷につながらないような配慮は必要
である。

●自転車の運転マナーについては、教師が立当番
で指導を行っている時は、違反者も少ないが、そ
うでないときはマナーについての連絡も多々あ
る。

●生活習慣の乱れは、スマホ等の過度な利用、自
己管理能力の未熟等の理由であろう。サポート体
制について、家庭との連携が必要である。

2
徳
育

○道徳授業の充実
○道徳授業者の輪番制の導入（学担、副担）
○人権教育充実
○毎月１日の「命の大切さを考える日」を設定
○全校生徒で「妻中人権宣言」を唱和
○妻ボラ手帳を活用し、ボランティア活動を推進
○いじめ・不登校対策会議（隔週）の実施
○毎月、いじめアンケートの実施
○教育相談室の充実
○ＳＣ及びＳＳＷの活用
○南九州大学生の活用
○関係機関との連携
○一人一台端末を活用したオンラインでの授業等実施

3

○生徒、保護者は、思うやり行動及び学校内の
きまりの遵守では、高い数値であった。

○生徒や保護者は、ボランティアへの参加の数
値は低かったが、本年度地域の活動にボラン
ティアとして参加する生徒も多く、地域との連
携を深める素晴らしい活動ができていた。

○相談室の利用、スクールカウンセラーとの面
談などを行い、完全不登校であった生徒も、数
回登校できた。今後も登校できるような環境づ
くりを推進していく。

●生徒間の発言やＳＮＳの書き込みなどに起因
したトラブルも複数発生しており、思いやりと
いう面において相手の側に立った言動の指導を
さらに行っていく必要がある。

●人との関わりという部分で、周りの目を気に
しいろいろと悩む生徒もいると思うが、教師、
保護者にあまり相談ができていないという結果
であった。自己肯定感を高めたり、ストレスの
軽減、多方向からのものの見方などを学習した
りすることが必要である。

4

3 3

○生徒会を中心に、地域の祭りに企画の段階か
ら参加し、新たな試みを地域とともに行えたこ
とはよかった。祭りへの参加者も多く、生徒に
とっても充実感があったようである。

○開かれた学校を目指し、学校ＨＰに力を入れ
た結果、１２月末でのカウンタ数７０万件突破
を目指していた。各学年、学級でも通信配付、
Sigfyメールでの情報発信は行い、学校の理解
に努めている。

●生徒や保護者の認識として、地域とのかかわ
りという部分では、低い数値であった。

3

○校長先生の指導の下、地域の学校として地域と
つながりを持った取組を行っていただいているこ
とに感謝する。住民の方々の中学生に対する視点
も変わってきていると思う。

〇生徒が明るく生活しているように見えます。も
ちろん全員ではないでしょうが、地域として生徒
が一人一人が元気であれば、とても良いと思う。

●時代の流れではあるが、生徒にとって書くとい
う機会が減ってきている。書くことを面倒と考え
る生徒も多くなっている。ICTを活用すること
で、知識が身に付いていると思い違いをしている
生徒も多いと思う。これからも学校で凡事徹底を
お願いしたい。


